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まえがき 

 

 令和元年 6 月の G20 大阪サミットでは、海洋プラスチックごみ問題が重要課題の一つと

して取り上げられました。それに先駆け同年 5 月に政府は「海洋プラスチックごみ対策ア

クションプラン」を策定しました。その中で水産庁が取り組むべき活動として、本委託事

業が令和 2 年度に予算化されました。 

我が国の漁具は、多様な素材を適材適所に使用し、極めて優れた漁獲能力と丈夫さを兼

ね備えており、逆に処理が難しいものです。 

ここ数年、海洋プラスチックごみへの注目度は高まっていますが、廃棄物･リサイクル分

野からすれば、我が国のプラスチック製品のうち漁具として製造されるものはわずか 0.2％

と言われ、微々たる量であるだけでなく、塩分や砂が付着し、漁網のように伸縮性がある

ものは裁断機に負荷をかけるなど、陸のプラスチックと比較してリサイクルが困難な要素

が多く、リサイクルには厄介な素材であります。 

この事業は漁具のリサイクルを促進することで、使用済み漁具を迅速かつ適正な回収処

理につなげようとするものです。 

この報告書が、漁業系プラスチック廃棄物処理の推進の一助となれば幸いです。 
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第1章 事業概要 

 

（１）事業目的 

「海洋プラスチックごみ」問題については、平成 30 年の G7 海洋プラスチック憲

章を発端に社会全体の関心が高まり、国内でもストローやレジ袋の代替素材への転

換方針が次々に発表され、令和 2 年 7 月にはレジ袋の有料化が義務付けられた。 

現在、漁網等漁具の多くはプラスチック製であるが、漁業は、海上や漁港周辺等

を主な事業活動の場としていることから、荒天時・災害時等に偶発的又は不可避的

に漁具が海洋に流出することもあり、海洋プラスチックごみの発生源の一つとなっ

ている側面がある。使用済み漁具の迅速かつ適正な回収・処理を確保することは、

かかる漁具流出を防止・抑制する上で重要であり、リサイクルを推進することが有

効な対策の一つであるが、現在、漁網等は、構造や素材が複雑であり、使用済みと

なったもののリサイクルを推進する上での障害となっている。 

そこで本事業では、海洋プラスチックごみ対策アクションプランの 2(1) ○海域で

使用される漁具等のプラスチック製品に「使用される素材の種類が少なく分別しや

すい漁具開発について検討する」*ことが盛り込まれていることを踏まえ、リサイク

ルしやすい漁具の検討に必要な情報を収集し、素材別に分解・分別しやすい設計の

漁網等、リサイクルの推進を念頭に置いた漁具の開発に向けた検討を目的とする。 

なお、別紙 1 に海洋プラスチックごみ対策アクションプランを添付した。 

*は 21 ページに赤枠で囲んだ部分に記載がある。 

 

（２）事業内容 

ア 事業実施方針 

        令和２年度農林水産分野における持続可能なプラスチック利用対策事業（漁

業における海洋プラスチックごみ問題対策事業のうちリサイクルしやすい漁具

の検討）仕様書に基づき、事業を実施する。 

イ 調査項目及び調査対象 

   ・リサイクルしやすい漁網の検討に必要な情報を、漁網メーカー、漁業現場、

過去の文献等から収集 

・上記により収集された情報に基づき、単一のプラスチック素材を用いたもの

及び分解・分別が容易な複数の素材で構成されたもの等、リサイクルしやす

い漁網の設計開発（具体的に漁網設計図面を作成する） 

・設計・開発したリサイクルしやすい漁網の性能評価 
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第２章 リサイクルのための漁網等の調査 

２．１ 国内で利用されている漁網素材の現状調査 

漁法別及び部位別に利用されている漁網等の素材を漁網メ－カー等からの聞き

取りにより調査した。 

 

（１）調査対象 

調査は、ニチモウ株式会社グループ及び関連する全国の販売代理店並びにタナ

カ漁網株式会社、日東製網株式会社、横山製網株式会社の協力を得て実施した。 

（２）調査項目 

ひき網漁業、まき網漁業、刺網漁業、定置網漁業、敷網漁業並びに養殖業の生

簀網及び海苔網で用いられている漁具の仕様と素材について調査した。調査結果

を表 1 に示す。また、漁網に使用されている主な素材の特徴を別紙 2 に示した。 

なお、漁業種類分類は「令和元年度漁業・養殖業生産統計年報【調査の概要】

10 用語の解説(1) 主な漁業種類の解説」に準拠した。当該部分及び平成 30 年調査

まで（34 漁業種類）が 令和元年調査から（32 漁業種類）に変更になったことか

ら海面漁業漁獲統計調査漁業種類分類の新旧対照表を別紙 3 として添付した。
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表１　各漁業の漁具に用いられている素材について

漁業種類 漁業許可制度 漁法 身網 網地種類 フィラメントの種類 ロープ類 仕立て糸 浮子 沈子 ワイヤー利用の有無 金具類 その他（備考）

① 大臣許可漁業 1そうびき　オッター式 ポリエチレン（HDPE） 有結節
モノフィラメント（連糸
を含む）

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE）、
ダイニーマ（高分子ポリエチレン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、ポリ
エチレン(PE)、ナイロン(PA)

ポリエチレン(PE)、ABS
天然ゴム（タイヤコー
ド）、鉄、鉛

〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：オッターボード（鉄製）

② 大臣許可漁業 1そうびき　かけまわし式 ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ナイロン(PA) 有結節
モノフィラメント（連糸

を含む）

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE）、
ポリプロピレン(PP)、ダイニーマ（高分子ポリエチ

レン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、ポリ

エチレン(PE)、ナイロン(PA)
ポリエチレン(PE)、ABS

天然ゴム（タイヤコー

ド）、鉄、鉛
〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：コンパウンドロープ(CPR)、ゴム板(CBR)、ポリプロピレン(PP)

③ 大臣許可漁業 ２そう式 ポリエチレン（HDPE） 有結節
モノフィラメント（連糸
を含む）

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE）、
ポリプロピレン(PP)、ダイニーマ（高分子ポリエチ
レン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、ポリ
エチレン(PE)、ナイロン(PA)

ポリエチレン(PE)、ABS
天然ゴム（タイヤコー
ド）、鉄、鉛

〇 シャックル、スイベル等

④ 県知事許可漁業 オッター式
ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ナイロン(PA)、サラン(ポリ塩化
ビニリデン系繊維)

有結節
モノフィラメント（連糸
を含む）

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE、
LDPE）、ポリプロピレン(PP)、ダイニーマ（高分子
ポリエチレン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、ポリ
エチレン(PE)、ナイロン(PA)

ポリエチレン(PE)、ABS
天然ゴム（タイヤコー
ド）、鉄、鉛

〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：オッターボード（鉄製）

⑤ 県知事許可漁業 かけまわし式 ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ナイロン(PA) 有結節
モノフィラメント（連糸
を含む）

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE、

LDPE）、ポリプロピレン(PP)、ダイニーマ（高分子
ポリエチレン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、ポリ
エチレン(PE)、ナイロン(PA)

ポリエチレン(PE)、ABS
鉛、瀬戸岩、ナイロン
(PA)樹脂被覆鉛

〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：コンパウンドロープ(CPR)、ゴム板(CBR)、ポリプロピレン(PP)

⑥ 県知事許可漁業 ビーム式 ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ナイロン(PA) 有結節
モノフィラメント（連糸
を含む）

ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ポリプロピレン
(PP)、ダイニーマ（高分子ポリエチレン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、ポリ
エチレン(PE)、ナイロン(PA)

ポリエチレン(PE)、ABS
鉄、鉛、瀬戸岩、ナイロ
ン(PA)樹脂被覆鉛

〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：ビーム（FRP）

⑦ 県知事許可漁業 桁式 ポリエチレン（LDPE）、ナイロン(PA) 有結節 モノフィラメント ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ポリプロピレン(PP) ポリエチレン(PE)、ナイロン(PA) ポリエチレン(PE)、ABS 鉄 〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：鉄桁

⑧ 県知事許可漁業 １そう船びき網
ポリエチレン（LDPE）、ナイロン(PA)、クレモナ(PVA)、ダイ
ニーマ（高分子ポリエチレン）、ベクトラン(ポリアリレート系

高強力繊維)、サラン(ポリ塩化ビニリデン系繊維)

有結節、モジ網
モノフィラメント、マル
チフィラメント

ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ポリプロピレン
(PP)、ナイロン(PA)、ダイニーマ（高分子ポリエチ

レン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、クレ
モナ(PVA)、ポリエチレン(PE)、ナイロン(PA)

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、瀬戸岩、ナイロン
(PA)樹脂被覆鉛、鉛入り

ロープ

〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：ポリプロピレン(PP)

⑨ 県知事許可漁業 ２そう船びき網
ポリエチレン（LDPE）、ナイロン(PA)（テグス含む）、クレモ
ナ(PVA)、ダイニーマ（高分子ポリエチレン）、ベクトラン(ポ
リアリレート系高強力繊維)

有結節、モジ網
モノフィラメント、マル
チフィラメント

ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ポリプロピレン
(PP)、ナイロン(PA)、ダイニーマ（高分子ポリエチ
レン）

ポリエチレン(PE)・クレモナ(PVA)の混撚、クレ
モナ(PVA)、ポリエチレン(PE)、ナイロン(PA)

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)、ポリエチレン(PE)、ABS

鉛、瀬戸岩、ナイロン
(PA)樹脂被覆鉛、鉛入り
ロープ

〇 シャックル、スイベル等

⑩ 県知事許可漁業 底曳き網第2種 ポリエチレン(PE),ナイロン(PA) 有結節、無結節 モノフィラメント
ポリプロピレン(PP).ポリエチレン(PE).クレモナ
(PVA)

ポリエチレン(PE),エステル、ナイロン(PA) ABS、ポリエチレン(PE) 鉛、鉄 〇 シャックル、スイベル等 拡網装置：エポキシ樹脂製ビーム

⑪ 県知事許可漁業 底曳き網第1種 ポリエチレン(PE),ナイロン(PA)、ポリエステル(PEs) 有結節、無結節 マルチフィラメント
ポリプロピレン(PP).ポリエチレン(PE).クレモナ

(PVA)、コンパウンドロープ(CPR)
ポリエチレン(PE),エステル、ナイロン(PA) ABS、ポリエチレン(PE) 鉛、鉄 〇 シャックル、スイベル等

⑫ 大臣許可漁業 底曳網(全般) ポリエチレン(HDPE・UHMWPE等)
有結節
無結節

モノフィラメント
マルチフィラメント

ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE・
UHMWPE)・コンパウンドロープ(CPR)等

テトロン・ポリエチレン(HDPE)等 ABS・ポリエチレン(HDPE)等 鉛・チェーン等 〇 シャックル等

⑬ 知事許可漁業 小型底曳網(全般) ポリエチレン(HDPE・UHMWPE等)
有結節
無結節

モノフィラメント
マルチフィラメント

ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE・
UHMWPE)・コンパウンドロープ(CPR)等

テトロン・ポリエチレン(HDPE)等 ABS・ポリエチレン(HDPE)等 鉛・チェーン等 〇 シャックル等

⑭ 知事許可漁業 船びき網（パッチ網）
テトロン・ポリエチレン((HDPE)・ナイロン(PA)・ビニロン
(PVA)等

有結節
綟網

マルチフィラメント
ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロ
ン(PA)等

テトロン・ポリエチレン(HDPE)等

ABS・ポリエチレン(HDPE)・エチレ

ン酢酸ビニル(EVA)・塩化ビニル
(PVC)等

鉛等 〇 Cカン等

① 大臣許可漁業 １そうまき（海外まき網式）
テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン（HDPE)、一部に

ベクトラン(ポリアリレート系高強力繊維)
無結節、一部に結節網

マルチフィラメント、モ

ノフィラメント

ポリプロピレン(PP)、ポリエチレン(PE)、ダイニー

マ（高分子ポリエチレン(PE)）

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン

(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ

ニル(PVC)
鉄 〇

パースリング、シャック

ル等
カツオ・マグロ網に特化

② 大臣許可漁業 １そうまき テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン（HDPE) 無結節、一部に結節網
マルチフィラメント、モ
ノフィラメント

ポリプロピレン(PP)、ポリエチレン(PE)、ダイニー
マ（高分子ポリエチレン(PE)）

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、鉄、ナイロン(PA)樹
脂被覆鉛、鉛入りロープ

〇
パースリング、シャック
ル等

アジ・サバ網、サバ網、イワシ網（マイワシ、カタクチイワシ）、カツオ・
マグロ網

③ 大臣許可漁業 ２そうまき テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン（HDPE) 無結節、一部に結節網
マルチフィラメント、モ
ノフィラメント

ポリプロピレン(PP)、ポリエチレン(PE)、ダイニー
マ（高分子ポリエチレン(PE)）

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、鉄、ナイロン(PA)樹
脂被覆鉛、鉛入りロープ

〇
パースリング、シャック
ル等

サバ網、イワシ網

④ 県知事許可漁業 １そうまき テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン（HDPE)
無結節（ラッセル網含
む）、結節網

マルチフィラメント、モ
ノフィラメント

ポリプロピレン(PP)、ポリエチレン(PE)、ダイニー
マ（高分子ポリエチレン(PE)）

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、瀬戸岩、ナイロン

(PA)樹脂被覆鉛、鉛入り
ロープ

〇
パースリング、シャック
ル等

アジ・サバ網、サバ網、イワシ網（マイワシ、カタクチイワシ）

⑤ 県知事許可漁業 ２そうまき テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン（HDPE)
無結節（ラッセル網含
む）、結節網

マルチフィラメント、モ
ノフィラメント

ポリプロピレン(PP)、ポリエチレン(PE)、ダイニー
マ（高分子ポリエチレン）

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、瀬戸岩、ナイロン
(PA)樹脂被覆鉛、鉛入り

ロープ

〇
パースリング、シャック
ル等

アジ・サバ網、サバ網、イワシ網（マイワシ、カタクチイワシ）

⑥ 大臣許可漁業 大中型まき網 ナイロン(PA)・テトロン・ポリエチレン(HDPE・UHMWPE)等 無結節(一部有結節)
モノフィラメント
マルチフィラメント

ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロ
ン(PA)・超高分子量ポリエチレン(UHMWPE)等

テトロン(PEs)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロン
(PA)等

エチレン酢酸ビニル(EVA)・塩化ビ
ニル(PVC)等

鉛・チェーン 〇
パースリング・シャック
ル等

⑦ 知事許可漁業 中型まき網 ナイロン(PA)・テトロン・ポリエチレン(HDPE)等
無結節
有結節

モノフィラメント
マルチフィラメント

ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロ
ン(PA)・超高分子量ポリエチレン(UHMWPE)等

テトロン(PEs)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロン
(PA)等

エチレン酢酸ビニル(EVA)・塩化ビ
ニル(PVC)等

鉛・チェーン 〇
パースリング・シャック
ル等

① 共同漁業権 小型定置漁業 テトロン(PEs)、ポリエチレン(PE) 無結節
マルチフィラメント、モ

ノフィラメント

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE）、

ポリプロピレン(PP)

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン

(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

ポリエチレン、ABS、エチレン酢酸

ビニル(EVA)、塩化ビニル(PVC)

鉛、鉄、ナイロン(PA)樹

脂被覆鉛、鉛入りロープ
〇 シャックル等 側張り：コンパウンドロープ(CPR)、ワイヤー、ポリエチレン等

② 共同漁業権 第2種共同漁業（小型定置網漁業） テトロン(PEs)、ポリエチレン(PE)、ナイロン(PA) 無結節、一部に結節網
マルチフィラメント、モ
ノフィラメント

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE）、
ポリプロピレン(PP)

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

ポリエチレン、ABS、エチレン酢酸
ビニル(EVA)、塩化ビニル(PVC)

鉛、鉄、ナイロン(PA)樹
脂被覆鉛、鉛入りロープ

〇 シャックル等 側張り：コンパウンドロープ(CPR)、ワイヤー、ポリエチレン等

③ 共同漁業権 小型定置網漁業 テトロン(PEs)、ポリエチレン(PE)、ナイロン(PA) 無結節、一部に結節網
マルチフィラメント、モ
ノフィラメント

コンパウンドロープ(CPR)、ポリエチレン（HDPE）、
ポリプロピレン(PP)

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

ポリエチレン、ABS、エチレン酢酸
ビニル(EVA)、塩化ビニル(PVC)

鉛、鉄、ナイロン(PA)樹
脂被覆鉛、鉛入りロープ

〇 シャックル等 側張り：ワイヤー、ポリエチレン等

④ 共同漁業権 小型浮式定置網 ポリエチレン(PE),ポリエステル(PEs) 有結節、無結節 マルチフィラメント
ポリエチレン(PE),ポリプロピレン(PP)、テトロン
(PEs)

ポリエチレン(PE),ポリエステル(PEs) ポリエチレン(PE),ABS
鉛入りロープ、鉛、ナイ
ロン(PA)樹脂製鉛、
チェーン

× シャックル 側張り：ポリプロピレン(PP),PE

⑤ 共同漁業権 小型底定置網 ポリエチレン(PE),ポリエステル(PEs) 有結節、無結節 マルチフィラメント
ポリエチレン(PE),ポリプロピレン(PP)、テトロン

(PEs)
ポリエチレン(PE),ポリエステル(PEs) ポリエチレン(PE),ABS

鉛入りロープ、鉛、ナイ

ロン(PA)樹脂製鉛、
チェーン

× シャックル 側張り：ポリプロピレン(PP),PE

⑥ 定置漁業権 大型定置網・さけ定置網 テトロン(PEs)・ポリエチレン(HDPE)・鉛入り網等 無結節
モノフィラメント
マルチフィラメント

ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロ
ン(PA)・鉛ロープ等

テトロン(PEs)・ポリエチレン(HDPE)等
ABS・HDPE・エチレン酢酸ビニル
(EVA)・PVC等

鉛・鉛ロープ・沈子コー
ド・チェーン等

一部側張にワイヤ
ロープを用いるケー
スがある

シャックル・Cカン等

⑦ 共同漁業権 小型定置網漁業 テトロン(PEs)・ポリエチレン(HDPE)・鉛入り網等 無結節・有結節
モノフィラメント
マルチフィラメント

ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロ
ン(PA)・鉛ロープ等

テトロン(PEs)・ポリエチレン(HDPE)等
ABS・HDPE・エチレン酢酸ビニル
(EVA)・PVC等

鉛・鉛ロープ・沈子コー
ド・チェーン等

× シャックル・Cカン等

①
大臣許可漁業
知事許可漁業

さんま棒受網 テトロン(PEs)、ナイロン(PA) 結節網 マルチフィラメント ポリエチレン（HDPE）、ポリプロピレン(PP)
テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

FRP
鉛、ナイロン(PA)樹脂被
覆鉛、鉛入りロープ

〇 シャックル等 漁獲対象：サンマのみ、向こう竹（FRP製）

② 県知事許可漁業 敷網 テトロン(PEs)、ナイロン(PA)
結節網（一部に無結節

網）
マルチフィラメント ポリエチレン（HDPE）、ポリプロピレン(PP)

テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン

(PE)・クレモナ(PVA)の混撚

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ

ニル(PVC)

鉛、ナイロン(PA)樹脂被

覆鉛、鉛入りロープ
〇 シャックル等 張出棒：FRP製もしくは木製

① 大臣許可漁業 カジキ等流し網漁業 ナイロン(PA) 結節網 モノフィラメント ポリエチレン（HDPE）、ポリプロピレン(PP)
テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚（一部にナイロン
(PA)・テトロン(PEs)の混撚）

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、鉛入りロープ（沈子
コード）

×

② 県知事許可漁業
底刺網、流し網、まき刺網、狩刺
網、漕ぎ刺網等

ナイロン(PA)、ダイニーマ（高分子ポリエチレン） 結節網 モノフィラメント ポリエチレン（HDPE）、ポリプロピレン(PP)
テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン
(PE)・クレモナ(PVA)の混撚（一部にナイロン
(PA)・テトロン(PEs)の混撚）

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、鉛入りロープ（沈子
コード）

×

③ 共同漁業権 雑刺網 ナイロン(PA) 有結節
モノフィラメント、マル
チフィラメント

ポリエチレン(PE),ポリプロピレン(PP)、ポリクレ、
クレモナ(PVA)

ナイロン(PA)、テトロン(PEs)、ポリエチレン
(PE)

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、ﾁﾝｼｺｰﾄﾞ ×

④ 大臣許可漁業 中型サケマス流し網漁業 ナイロン(PA) 結節網 モノフィラメント ポリエチレン(HDPE),ポリプロピレン(PP)
テトロン(PEs)、ナイロン(PA)、ポリエチレン

(PE)・クレモナ(PVA)

エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ

ニル(PVC)

鉛、鉛入りロープ（沈子

コード）
×

⑤ 共同漁業権 雑刺網 ナイロン(PA) 結節網 モノフィラメント ポリプロピレン(PP) ナイロン(PA)、クレモナ(PVA)
エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、鉛入りロープ（沈子
コード）

×

⑥ 県知事許可漁業 三枚網 ナイロン(PA)　マルチ 結節網 マルチフィラメント ポリプロピレン(PP) ナイロン(PA)、クレモナ(PVA)
エチレン酢酸ビニル(EVA)、塩化ビ
ニル(PVC)

鉛、鉛入りロープ（沈子
コード）

×

生簀網 ① 区画漁業権 魚類養殖 ポリエチレン(HDPE)等 無結節 モノフィラメント
ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE)・ナイロ
ン(PA)・鉛ロープ等

テトロン・ポリエチレン(HDPE)等
ABS・ポリエチレン(HDPE)・ポリス
チレン(PS)等

鉛・鉛ロープ・沈子コー
ド等

× シャックル等

海苔網 ① 区画漁業権 海苔養殖
ナイロン(PA)・ビニロン(PVA)・ポリエチレン(HDPE)・ポリプロ

ピレン(PP)・テトロン等混撚

有結節

無結節

モノフィラメント・マル

チフィラメント混撚
ポリプロピレン(PP)・ポリエチレン(HDPE)等

敷網

ひき網

まき網

定置網

刺網
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２．２ リサイクル可能な漁網等に関する調査 

漁網等に多く利用されているポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアミド（ナ

イロン）、ポリエステル（テトロン）、ポリビニルアルコール（クレモナ）につ

いて、リサイクルの現況調査を行った。 

 

（１）調査対象 

使用済み漁網等の水平リサイクル*1 及びカスケードリサイクル*2 に適した素材

を選定するために関連する設備を調査した。現在、実装（製造、販売）されてい

る素材はポリエチレンとポリアミド（ナイロン）の 2 種類である。リサイクル手

法はマテリアルリサイクル*3 のみで、ポリエチレンは秋田県で、ポリアミドは愛

知県で実用化及び実装されている。 

 

（２）調査項目 

マテリアルリサイクルは、使用済み漁網を回収、切断、洗浄、乾燥、押出溶融、

切粒の手順で再生ペレットを製造する仕組みである。 

表２に現在リサイクル素材として扱われている対象素材及び販売金額を示す。 

 

表２ 漁網素材のリサイクル状況 

対象素材 
販売金額 

(令和２年現在) 

リサイクル後 

の利用方法 

ポリエチレン(PE) HDPE 100 円/kg 新品ペレットと再

生ペレットの割合 

7：3~9：1 

ポリアミド(PA) ナイロン６ 

ナイロン６６ 

300 円/kg 新品ペレットと再

生ペレットのプレ

コンパウンド化し

たペレットでの販

売 

ポリエステル 

（テトロン） 

事例が 

見つからない 

事例が 

見つからない 

事例が 

見つからない 

ポリプロピレン(PP) 〃 〃 〃 

ポリビニルアルコール 

（クレモナ） 

〃 〃 〃 

ポリエチレン(PE)とポリアミド(PA)の再生ペレットは、漁網または撚糸*4 用の

原糸として水平リサイクルが実装されている。原糸は押出溶融後に延伸して製造

される。製造される際には新品のペレットと混ぜ合わせて用いられ、新品のペレ

ットと再生ペレットの割合は 7:3～9:1 である。ポリアミドの場合は、新品のペレ

ットと再生ペレットをプレコンパウンド*5 化したペレットも製造及び販売されて

いる。再生ペレットを原料とした原糸の物性は、両者とも新品の原糸と比較して
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約 6 から 7 割の性能を有す。なお、プレコンパウンド化された PE 再生ペレット

と原糸は、アパレル業界における衣料向けとして販売もされている。 

また、PA 再生ペレットは自動車部品、船体部品、スマホケース、魚箱、ボビン

等複数の製品にカスケードリサイクルの原料として普及している。使用済みまた

は廃棄漁網を原料として表示することで、化石燃料の使用量削減、持続可能な社

会の実現、海洋環境保全といった付加価値の向上が図られている。 

一方、ポリエステル（テトロン）、ポリプロピレン及びポリビニルアルコール

（クレモナ）のリサイクルは実用化及び実装されている事例は見つからなかった。 

ポリエステル（テトロン）については使用済み漁網をマテリアルリサイクル（奈

良県）、ケミカルリサイクル（福岡県、神奈川県）及びメカニカルリサイクル（大

阪府）の手法で再生ペレットが試作されているが、コスト面とペレットの性能面

における課題が多く実装に至っていない。ケミカルリサイクルの仕組みは化学反

応を利用して解重合の後、再重合。メカニカルリサイクルの仕組みは押出溶融の

後、固相重合により再生ペレットが製造される。 

ポリプロピレンについては、使用済みロープをサーマルリサイクルの手法で熱

分解、気化、生成油とすることが試験されている（愛知県）。しかし、装置稼働

と生成油の安定性に課題があり実装に至っていない。生成油は工場におけるボイ

ラーやフォークリフトの燃料として利用できる性能を有すが、昨今の装置駆動は

電動化が進められており普及への期待は少ない。そのため、漁船燃料及び発電機

燃料（蓄電）としての利用が検討されている。また、金属材料と化石由来プラス

チックが混在する漁具素材についてもサーマルリサイクルの試験が進められてい

る。 

なお、ポリビニルアルコールについてはリサイクルに着手する企業は現在のと

ころ見当たらない。今後、実装されていない素材のリサイクル手法の開発状況を

継続して調査する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

*1：廃棄物の原料から同一製品を作ること 

*2：廃棄物の原料が同一製品を作る品質を満たしていない時に別製品の原料に使用する。 

*3：廃棄物を製品原料として再利用すること 

*4：撚りをかけた糸 

*5：予め混合すること 
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第３章 リサイクルしやすい漁網等の開発に向けた検討 

 リサイクルの実現性を考慮した漁網の設計・開発（例えば、複数の素材を使用し

ている漁網に対して、回収後、迅速にリサイクル原料として利用できるような素材

のみを用いた設計）を行う。 

リサイクルが実装されている素材はポリエチレン（主に HDPE）とポリアミドで

ある。表１の漁具の仕様調査の結果から、身網部に主としてポリエチレンが利用さ

れているひき網、ポリアミドを主として利用しているまき網（主に魚捕部またはイ

ワシ類を対象とする漁具）及び刺網の３種類をリサイクルしやすい漁具の設計開発

の対象とした。リサイクルしやすい漁具は、漁網の縫い合わせや副漁具*6 との連結

（固縛）に用いられる仕立て糸とその仕立て仕様を考慮して設計開発した。 

 なお、各漁具に用いられているロープ類（金属材料と化石由来プラスチックが混

在する漁具素材を含む）、浮子及び沈子については課題の項目で対策を考察した。 

 

３．１．ひき網 

 ひき網については、表２の漁網素材のリサイクル状況を考慮して、主としてポリ

エチレン（HDPE）が漁網素材として用いられる大臣許可漁業で利用されている漁

具を対象とした。 

 図１にリサイクルしやすいひき網の図を示す。 

ひき網の仕立て糸には、固縛強度*7（絞まり）を高めるためにポリエチレンとポリ

ビニルアルコールの混撚糸が一般に用いられている。固縛を高めるためにポリビニ

ルアルコールが用いられるが、ポリビニルアルコールはポリエチレンをマテリアル

リサイクル原料として使用する上で異物となり、ペレット製造時の効率や再生ペレ

ットの性能に多大な影響を及ぼす。そのため、リサイクルしやすいひき網漁具では、

仕立て糸として多用されるポリエチレンとポリビニルアルコールの混撚糸をポリエ

チレン（HDPE）のみに限定した製品で開発する。ポリエチレン（HDPE）のみで

構成された仕立て糸を検討する場合、柔らかいポリビニルアルコールの代替として

ポリエチレン（HDPE）製のデニール数*8 を小さくフィラメント数*9 を多くした仕立

て糸が有効となる可能性が高いと考えられる。そのため、仕立て糸については、デ

ニール数が異なる 2 つのポリエチレン（HDPE）糸の組み合わせを検討した。 

ヘッドロープ（浮子綱）、グランドロープ（沈子綱）及びレーシングライン（筋綱）

については曳網中に発生する流体力*10 や投揚網時に発生する重量を考慮して現状の

CPR（コンパウンドロープ：中芯にワイヤーロープ、側に化石由来プラスチック製

繊維）とした。 

 身網部における網地パネルの連結はポリエチレン（HDPE）のみで構成された仕

立て糸で、身網部とロープ類の連結は上述したデニール数が異なる 2 つのポリエチ

レン（HDPE）糸を用いた。 

また、身網部とロープ類の連結は全て山立て方法*11 とし、廃棄する場合には山立

て部を切断するだけで身網部とロープ類が分別できる仕様とした。本仕様であれば、

ロープ類から取り外した身網部（漁網）のみをリサイクル工場へ搬送することが可
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能となる。身網部は網目合や網糸直径が異なる複数の網地パネルで構成されている

が、素材をポリエチレン（HDPE）に限定すれば、そのパネルを解体（分別）する

必要が無くなる。表３に変更点をまとめる。 

 

表３ 従来品と検討品の比較（ひき網） 

 従来使用されている素材 検討する素材 

仕立て糸 ポリエチレンと 

ポリビニルアルコール 

の 2 種類 

デニール数(太さ)の異なる 

ポリエチレン 1 種類 

 

 

  
*6 ：魚を集めるための集魚灯(漁灯)や，漁獲物を船に取り込むための手鉤(てかぎ)

や手網(たも)，そして漁具を効率的に操作するために使われる漁業機械など。 

*7 ：荷崩れや毀損を防ぐためしっかりくくりつける。「固く縛る」こと 

*8 ：糸の太さを表す単位9000m1gで１デニール 

*9 ：細く長い繊維 

*10：水中で物体が移動する時に発生する力 

*11：全ての網目をロープと連結するのではなく、10目おき、100目おきなど間隔を

あけてロープと連結する仕立て方法 
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図１ リサイクルしやすいひき網の設計図 

  



9 

 

３．２ まき網 

 まき網漁具の身網部の素材には、ポリアミド、ポリエステル及びポリエチレンが

用いられている。ポリアミドは魚捕部、ポリエステルは身網部、ポリエチレンは縁

網部に用いられ、その割合は大まかに２：７：１となる。魚汲み作業（網船と運搬

船間で漁獲物が汲み上げられている。波浪時には両船間で網部が大きく伸縮する）

が行われる魚捕部には漁網の伸びを考慮してポリアミドが、身網部の沈降性能（ナ

イロンの比重 1.14 に対してテトロンの比重 1.38）を高めるためにポリエステルが、

縁網には揚網機を網地が通過する際の耐摩耗性に優れたポリエチレンが用いられ

る。 

なお、イワシ類の腐敗による発酵熱でポリエステルの加水分解が促進されるため、

例外としてイワシを漁獲対象とする漁具については身網部にもポリアミドが用いら

れる。 

 実装されているリサイクルシステムを考慮すると、漁獲対象がイワシ以外であっ

てもリサイクルを促進する（しやすい）素材はポリアミドとポリエチレンである。 

 リサイクルしやすいまき網の設計図を図 2 に示す。大臣許可漁業において公海域

でカツオ・マグロを漁獲対象とするまき網漁具を対象として身網部にポリアミド、

縁網部にポリエチレンを用いた漁具を新規に設計開発した。身網部の素材をポリエ

ステルからポリアミドへ置換する上での沈降速度の性能低下を沈子量で相殺できる

よう検討した。 

 一方、環巻（ワイヤー製のパースラインを巻き揚げる）や大手巻き（大手とは、

まき網漁具の船尾側を示し、ワイヤー製の大手綱で巻き揚げる）等を考慮して浮子

綱にはポリエチレン製ロープを用いた。なお、カツオ・マグロまき網漁具の沈子方

（沈子と沈子綱）には、従来と同様に鉄製のチェーンが用いられている。 

また、身網部の連結には従来、ポリエステルとポリアミドのスパン糸(短い綿状の

繊維)やそれらを混撚した組紐が用いられるが、全てポリアミド製とした。なお、ポ

リエチレン製縁網と浮子綱及び沈子方の仕立て糸にはひき網で述べたポリエチレン

（HDPE）のみで構成された仕立て糸を用いることとした。 

縁網と浮子綱及び沈子方の連結方法は、山立て仕様として仕立て糸の切断のみで

分別ができる仕立て仕様とした。また、身網部における網地パネルの連結は全てポ

リアミド製の仕立て糸で縫い合せすることで廃棄する網地パネル数が複数に及んで

も仕立て糸を含めてリサイクル工場へ配送できる。表４に変更点をまとめる。 

 

表４ 従来品と検討品の比較（まき網） 

 従来使用されている素材 検討する素材 

魚捕部 ポリアミド ポリアミド 

身網部 ポリエステル ポリアミド 

縁網部 ポリエチレン ポリエチレン 

連結部 ポリエステルとポリアミドの 

スパン糸やそれらを混撚した組紐 

ポリアミド 
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図２ リサイクルしやすいまき網の設計 
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３．３ 刺網 

 一枚網と三枚網の身網部には特殊な場合（関東の一部の地域でイセエビを漁獲対

象として高強力ポリエチレン製ダイニーマ*12 が用いられる）を除いてポリアミドが

用いられている。一枚網はモノフィラメントで、三枚網はマルチフィラメントで構

成されている（かつて二枚網を利用する場合があったが現在はほとんど利用されて

いない）。 

しかし、流れに対する漁具の吹かれを抑制するために身網部の張り合わせや身網

部と浮子綱及び沈子綱との連結にポリアミドとポリエステル（テトロン）の混撚糸

が用いられている場合が多い。 

リサイクルしやすい刺網の設計図を図３に、刺網の各部位の名称を図４に示す。 

身網部にマルチフィラメントを用いた三枚網において、ポリアミドのみで構成され

た仕立て糸を用いる漁具を設計開発した。混撚糸の比重による水中重量の減少(テト

ロンの比重 1.38 に対してポリアミドの比重 1.12～1.15)を糸の太さで賄う仕様とし

た。浮子綱には従来比重 1 以下のポリプロピレン（比重 0.93）が用いられるが、リ

サイクルしやすいという点でポリエチレン（比重 0.96）とした。なお、目通し綱と

補強綱の素材もポリアミド製とし身網部と浮子綱との分別が容易となる仕様とし

た。 

表５に変更点をまとめる。 

 

表５ 従来品と検討品の比較（刺網） 

 従来使用されている素材 検討する素材 

浮子綱及び沈子綱 

の連結 

ポリアミドと 

ポリエステル（テトロン） 

の混撚糸 

ポリアミド 

浮子綱 ポリプロピレン ポリエチレン 

 

 

  
*12：優れた耐衝撃性を持ち、耐摩耗性に優れ、比重0.94程度と軽い繊維 
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図３ リサイクルしやすい刺網の設計 

 

 

 

図４ 刺網の各部位名称 
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第４章 設計開発したリサイクルしやすい漁網の水槽模型実験による性能評価 

（リサイクルしやすい漁具と仕立て糸の性能試験） 

  

 リサイクルしやすい漁具として設計したまき網の模型実験を行い、従来の設計方

法のまき網と比較した。 

 

４．１ リサイクルしやすい仕様のまき網漁具の性能評価 

まき網漁具をリサイクルしやすい仕様に材料置換した際の実現可能性を検討す

るために、中小型まき網漁具（網規模：1080ｍ×365ｍ）を題材として、身網部材

質を従来のテトロンからリサイクルシステムが社会実装されているナイロンに置

換したまき網漁具模型（縮尺比：1/120）を設計した。これについて、ニチモウ株

式会社研究開発室が保有する垂直循環式まき網模型実験水槽（観測部寸法：幅 8

ｍ×奥行 4ｍ×深さ 1.6ｍ）において、模型実験を行い、身網部材質にナイロンを用

いた模型（以下、ナイロン模型と呼ぶ）とテトロンを用いた模型（以下、テトロ

ン模型と呼ぶ）について性能を評価した。実験水槽を図 5 に示す。 

評価項目は、身網部中央網裾の沈降速度と撮影による網成りの観察として、従

来のテトロン網との性能を比較した。 

模型実験において、潮流は 0.2kt の揃い潮であり、図 5 中、右側から左側に向

かって流れる。投網方法はわが国において、主たる方法であるかぶせ張り（潮下

方向から潮上方向に向かって投網する方法）とした。投網速度、網待ち時間など

の操業条件は両者とも同一とした。 

 

        

         図 5 垂直循環式まき網模型実験水槽 

 

 図 6 に投網から 15 分後の模型網の様子を示す。実験の結果、網裾の沈降速度は、

ナイロン模型の方が約 17％遅く、網成りにおいて肘やフキダシの形に差は少ないが、

ナイロン網の方が網束の水深方向への展開がかなり遅いことが観察できた。潮流が

0.4kt、0.6kt、0.8kt と速度が大きくなるにつれ、この差は顕著となった。 
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          図 6 投網から 15 分後の様子 

 

 

４．２ ポリエチレン製・異形仕立て糸の開発 

リサイクルしやすい仕立て糸について模型実験を行い、従来の仕立て糸と比較し

た。実験に使用した仕立て糸を図 7 に示す。 

現在、ひき網漁具の仕立て作業には、ポリエチレン及びクレモナで構成される仕立て

糸（以下、従来仕立て糸と呼ぶ）が一般に使用されている。ポリエチレンのマテリアル

リサイクルを進める上で、クレモナは異物としてリサイクルの大きな障害となっている。

ここでは、複数材質で構成される仕立て糸を単一素材化しリサイクルしやすい仕様を検

討するために、太さの異なる 3 つの撚糸を用いたポリエチレン製異形仕立て糸（以下、

異形仕立て糸と呼ぶ）を開発した。また。これについて、破断試験（島津製作所製、オ

ートグラフ AGX-Plus、容量：5kN）による物性測定および現場仕立て作業における仕

立てやすさ等の性能調査を実施し、従来仕立て糸と比較評価した。 

 異形仕立て糸の作製には、80D200 本直径 2.2 ㎜、80D120 本直径 1.5 ㎜、80D60 本

直径 1.1 ㎜の太さの異なる 3 本の撚糸を用いた。また、従来仕立て糸は、ポリエチレン

及びクレモナで構成される直径 1.1 ㎜の 3 本の撚糸で構成されるものを用いた。 

 

 

図 7 従来の仕立て糸(上)と異形仕立て糸(下) 

  

肘 

フキダシ 
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破断試験の結果、異形仕立て糸の破断強力は 118.0kgF、破断伸度は 45％、従来仕立て糸

の破断強力は 93.4kgF、破断伸度は 29％となり、異形仕立て糸の破断強力と破断伸度は、

従来仕立て糸より大きい値を示した。 

 次に、異形仕立て糸および従来仕立て糸を用いて、ひき網漁具の仕立て品を想定した網

漁具サンプルを作製した際の現場作業における仕立てやすさ等の性能を調査した。 

網漁具サンプルには、図 8 に示すようにポリエチレン製の漁網およびロープ、ABS（ア

クリルニトリル・ブタジエン・スチレンの共重合合成樹脂）製のフロートを用いた。 

調査の結果、異形仕立て糸の仕立てやすさ、絞まりやすさに従来仕立て糸と比較して、

大きな差は見られなかった。 

 

 

図 8 網漁具サンプル（左：従来仕立て糸、右：異形仕立て糸） 
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第５章 漁具のリサイクルを促進するための課題 

 わが国において漁業で利用されている漁具の設計仕様を調査するとともに、漁具

に用いられる化石由来プラスチックを原料として実装または試験が進められている

リサイクルシステムを調査した。結果、漁具に用いられる素材のリサイクル手法が

確立されていないケースや、処理方法が明確となっていない素材も見られた。 

また、漁網のリサイクルを促進する上で、漁網の製造工程や出荷前に塗布される

油または樹脂コーティングの素材が各種リサイクルにおいて影響（ペレットの生産

効率と物性の低下、解重合できない、油化した際に有毒ガスを排出する等）を及ぼ

すことが予想されるため、これらの油や樹脂の成分を調査してリサイクルを促進す

るための情報を収集する必要がある。 

 

５．１ ひき網 

 ひき網は表 1 で示すように、主に小型の漁船ではポリエチレン（LDPE）やポリ

アミドが、船びき網のモジ網*13 で構成される身網にポリビニルアルコールや高強力

ポリエチレン（ダイニーマ等）が用いられている。これらの部位についてはモジ網

のポリビニルアルコールを除いて利用量は少ないと考えられ、極力素材の置換が望

まれる。一方、ポリビニルアルコール製のモジ網は高強力ポリエチレンへの素材の

置換が望まれるがモジ網の価格増となることが課題と言える。 

 一方、ひき網における駆け廻し操業では、CPR（コンパウンドロープ：中芯にワ

イヤーロープ、側に化石由来プラスチック製繊維）の利用量が多い。現状、使用済

み CPR の処理は埋め立てに依存しており、リサイクルや焼却手法の開発を検討する

必要がある。 

 なお、本事業においてリサイクルの対象としていない化石由来プラスチック製の

素材として、ポリエチレン製及び ABS（ポリエチレンに機械的強さを増すためのブ

タジエンと耐油・耐薬品性を高めるためにアクリルニトソルを加えて生産）製の浮

子、合成ゴムを利用したボビン、ポリアミド樹脂でコーティングされた沈子（鉄を

樹脂でコーティングした沈子で商品名は「海っこ」と呼ばれる）、FRP（繊維強化プ

ラスチック、Fiber Reinforced Plastics）製のビーム等がある。これらも現在の処理

方法は埋め立てに依存しており、素材転換やリサイクル手法の開発が必要である。 

 

 

５．２ まき網 

 まき網については身網部の素材にポリエステルが多用されており、漁具設計上、

まき網漁具をリサイクルしやすいナイロンに素材置換することは、沈子量の調整に

より可能である。一方、漁獲効率及びナイロンに素材を置換することによるまき網

の価格増を考慮すると、材料置換することは現実的とは言えない。従って、まき網

漁具においては、リサイクルシステムに応じた仕様の検討ではなく、テトロンのリ

サイクル手法の確立を急ぐ必要があると考える。 

また、リサイクルの対象としていない化石由来プラスチック製の素材として、EVA

*13：目が細かい網 
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（エチレンビニルアセテート）製及び塩化ビニル製の浮子、ポリプロピレン製のロ

ープ、鉛入りロープ（ポリプロピレン等の組紐式のロープ中芯に数珠上に繋がった

鉛粒を挿入したロープ）、ポリアミド樹脂でコーティングされた沈子（5.1 ひき網で

述べた「海っこ」と同様）等がある。 

 

５．３ 刺網 

 刺網に用いられる素材は、網地やロープ以外に EVA 製及び塩化ビニル製の浮子と

鉛入りロープがある。これらの素材転換が課題である。 

 

５．４ その他の漁具 

 定置網においては身網部にポリエステルが、側綱に CPR が、浮子には ABS 製及

び塩化ビニル製が、沈子には鉛入りロープ及びポリアミド樹脂でコーティングされ

た沈子が用いられている。 

 敷網においては身網部にポリエステルが、浮子には ABS 製及び塩化ビニル製が、

沈子には鉛入りロープ及びポリアミド樹脂でコーティングされた沈子が、向竹には

FRP 製のパイプが用いられている。 

 これらについても素材転換が課題である。 

 養殖網においては身網部にポリエチレンが使用されており、表２からリサイクル

市場があると考えられる素材なので引き取り条件などを調査する必要がある。 

今後、釣り漁業（延縄、イカ釣り、ひき縄含む）、雑漁業（せん漁業：籠、筒、

つぼ）についても調査を行い漁具の仕様と素材を取りまとめる必要がある。 

 

以上 
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別紙１ 
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漁網に使用されている化学繊維の特徴(化学繊維協会 HP より抜粋) 

素材種類 特徴 
表１を参考

に記載 

ポリエチレン ① 非常に強い繊維の一つで、ぬれても強さは変わりません。摩擦

に対しても同様です。また合成繊維の中では比較的熱に強い繊

維です。 

② しわの回復性にすぐれているので形くずれしません。 

③ 長時間日光にさらしても強さはほとんど変わりません。 

④ 吸湿性が少ないので洗濯しても伸び縮みせず、すぐ乾き、しわ

もよりませんからアイロンかけはほとんど必要ありません。 

 

ひき網 

まき網 

定置網 

生簀網 

海苔網 

ポリプロピレン ① 比重は 0.91 で全繊維の中で最も軽く、また非常に強い繊維の

一つです。 

② 吸湿性や吸水性がほとんどなく、ぬれてもすぐ乾きます。また

熱伝導率が低いため保温性がすぐれています。 

 

海苔網 

ロープ類に

多く用いら

れている 

ポリアミド 

（ナイロン） 

① 非常に強い繊維の一つです。摩擦や折り曲げなどに対しても非

常に丈夫です。 

② 比重は 1.14 で絹の約 80％、綿の約 70％という軽さです。 

③ 水にぬれてもほとんど水を吸わないので早く乾き、洗濯が簡単

です。 

④ 弾力性に富み、しわになりにくい。 

⑤ 熱可そ性があり適正なセットをすると、伸び縮みしたり、形く

ずれすることはほとんどありません。 

⑥ 薬品、油に強く、海水にもおかされません。 

 

ひき網 

まき網 

定置網 

敷網 

刺網 

海苔網 

ポリエステル 

（テトロン） 

① 非常に強い繊維の一つで、ぬれても強さは変わりません。摩擦

に対しても同様です。また合成繊維の中では比較的熱に強い繊

維です。 

② しわの回復性にすぐれているので形くずれしません。 

③ 長時間日光にさらしても強さはほとんど変わりません。 

 

ひき網 

まき網 

定置網 

敷網 

ポリビニルアルコ

ール 

（ビニロン、クレ

モナ） 

① 比重は 1.26～1.30 でレーヨン、アセテート、毛、綿などより

も軽い繊維です。 

② 特に摩擦強度に優れています。 

③ もっとも綿に似た感触をもっており、合成繊維の中でも最大の

吸湿性があります。 

 

ひき網 

海苔網 

 

別紙２ 
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漁業種類の解説と分類新旧対照表 

別紙３ 
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